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1. はじめに 

移動体通信システムにおいて，電力増幅器(PA)における

電力消費が半分以上と大きいため，高効率な電力増幅器が

求められている．増幅器の高効率化が期待されている変調

方式として，包絡線パルス幅変調(EPWM :Envelope Pulse 

Width Modulation)を用いた送信機が提案されている[1]し

かし問題点として増幅器で発生する２次歪により、所望の

信号帯域を劣化させてしまう問題がある。この解決策とし

てベースバンド信号に、増幅器で発生する２次歪を反転さ

せたものを加えてプリディストーションが提案されている。 

本報告では２値直交型ＥＰＷＭ送信機に提案したプリデ

ィストーションを実証し、シミュレーションで評価する。 

2. 送信機変調部構成 

直交変調型 EPWM送信機の構成を図 1に示す. まず, ベー

スバンド信号の I-ch, Q-chは別々に 3値ΔΣ変調器により

パルス幅変調される. 3値出力型で信号は正(1, 0), 負(-1, 

0)として出力され, その後アップコンバージョンされ交互

出力されることで I-ch, Q-chの信号の重なりを防ぎ, 電力

増幅器により増幅され, 送信される. 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 直交変調型 EPWM 構成 

3. D 級アンプ 

図 2 に本研究に用いた D 級電力増幅器の回路構成を示す．

この電力増幅器は，2 つのトランジスタ及び C と L から成

る BPF で構成されている．直列接続された 1 対のトランジ

スタに互いに逆相の矩形搬送波を入力することで，2 つの

トランジスタを相補的にオン/オフさせる．これによりトラ

ンジスタの出力電圧が電源電圧と 0 の 2 値のいずれかをと

る。問題点は電力増幅器の非戦形成により２次歪が生じる

ことである 

 

図 2. D 級アンプ 

4. ２次歪のレプリカ作成 

（プリディストータ構成部） 

図のＥＰＷＭ出力から低周波成分であるベースバンド成

分を摘出するためにローパスフィルタを使用する。次に作

成したベースバンド歪とベースバンド信号を時間軸上で、

乗算することにより電力増幅器で発生する２次歪のレプリ

カを作成する。最後にベースバンド信号にレプリカを加え

て EPWMへ入力する 

 

                                               
図 3. ２次歪レプリカ作成 

 



4. シミュレーション概要   

シミュレーション構成を図 5 に示す[3]． シミュレーシ

ョンには Math Works 社の数値解析ソフト

MATLAB/Simulink を用いて, まずベースバンド信号生成

部から I-ch，Q-ch に分割した信号をプリディストータへ入

力し、ベースバンド信号にＰＡで発生する２次歪を反転し

たものを加える。次に２値のΔΣ変調器で変調する．その

後、電力増幅器(PA)を通した後, 直交検波器で信号を復調

し EVM を評価する。

表１ ＭＡＴＬＡＢ諸元

表２ ＡＤＳ諸元 

 

         

5. 結果 

 

 

結論 

 本研究では,2 値直交変調型 EPWM 送信機を構成,した

ものにプリディストータを用いてＰＡで発生する２次歪の

低減をした。結果プリディストータを用いたＥＰＷＭ送信

機のＥＶＭが改善した。課題は実験で実装するときにロー

パスフィルタのサンプリング周波数が現実的でないので実

験で実装するには課題がある。 
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